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シンチレータは電離放射線を吸収し、紫外-可視光に即発的に変換する蛍光体で、医療やセキュ

リティ等の様々な用途において重要な役割を果たしており、応用によって様々な特性が要求され

る。原子番号が大きい元素をホストに含むシンチレータは X 線・γ 線検出器としてよく応用され

ている[1, 2]。希土類を添加した CaGdAl3O7 (CGAM; M=Melilite)はレーザー材料として研究はされ

ているが[3]、シンチレーション特性の報告は未だない。そこで我々は Ceを添加した CGAMに着

目した。一般的に Ceを添加した蛍光体は高い発光量と高速な応答性能を示すため[4]、Ceを添加

した CGAM においても同様の結果が期待される。本研究では Ce を 0.6-2%添加した CGAM 単結

晶を FZ (Floating Zone)法により作製し、光物性およびシンチレーション特性を計測した。 

Fig.1に 2%Ce添加 CGAMのシンチレーション発光波長を示す。Ce3+の 5d-4f遷移に起因する発

光が 380-500 nmに観測された。図 2に 2%Ce添加 CGAMの 137Cs の γ線照射によるパルス波高ス

ペクトルを示す。明瞭なコンプトンエッジと光電吸収ピークが観測されたため本サンプルは γ 線

検出器として応用可能であることが明らかとなった。また発光量は約 3,300ph/MeVであった。本

講演ではシンチレーション特性を中心に光物性も合わせて詳しく報告する。 

  

Fig.1. Scintillation spectrum 

 of 2%Ce-doped CGAM. 

Fig.2. 137Cs excited pulse height spectrum 

of 2%Ce-doped CGAM. 
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